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(1) 動機：本来，人間は森（自然）の中で進化し，生活

してきた動物である．古より森の中で生き物達との

距離感，自然の風の空気感を素肌で感じながら自

然との関係や距離を感性的に培ってきた．近年，

都市生活者において日常的な自然との触れあい

は，急速に減少している．人工的な騒音の溢れる

都市で生活する中で，こうした自然との距離（図１）

は，物理的，感性的に拡大している．近年の環境

問題，地球温暖化や絶滅危惧種の増加とも関連が

あると考える．そこで本研究では，森林の環境音を

リアルタイムに配信することにより，都市生活と自然

（森）との距離感を短くすることを目指す．人間と自

然と共生しうる豊かな生活のためのデザイン研究で

ある． 

(2) アプローチ：学術目的に開発・運用している西表ラ

イブマイクシステム(1997-)，AquaScape プロジェクト

(2007-)や CyberForest プロジェクト（1997-）成果を

活用し，宮崎県諸塚村や森林保全団体と協力し，

森を感じるプロダクトのデザイン研究を行った．具

体的には，リアルタイム配信コンテンツを通じてど

のように森を身近に感じることが出来るのか？また，

実際に多くの都市生活者に伝えるための表現やプ

ロダクトデザインの検討・実践を行った． 

 

(3) 意義：これは科学技術の進歩により失われた“自然

環境との一体感”を情報技術により取り戻す，これま

でにない挑戦的な研究であることに意義がある． 

(4) 特徴： 

・ 森とユーザーをやさしく繋ぐ木製のスピーカーを

開発し，「森への入り口」というイメージでデザイン

をまとめた（図２）． 

・ このスピーカーは，森の今この瞬間の音と，木々

から作られたアロマ（精油）も同時に楽しむことが

出来る．ユーザーに“森への入口（木のスピーカ

ゲート）”を通じて，心地良い音や香りの風を伝え

るプロダクトデザインである． 

・ 感性情報的な表現方法を通して森の心地よさを

感じるプロダクトデザインを目標としている． 

(5) 今後の展開： 本研究は地域活性化のための産学

連携した研究を計画している．例えば森の音と空

間情報をきっかけとするインターネット上でのユー

ザー間のコミュニケーション支援等である．今後，

プロダクトデザインやシステム開発の教育・研究活

動を考えている．そして，日本全国の森からの配信，

また将来的には世界の森の音を配信するプロダク

トデザインに展開したい．            

 

 

図 1： 森と都市の距離感（イメージ） 

 

 

 

図 2：森の音専用スピーカー（イメージ） 


